
長
年
寺
所
蔵
﹁
戒
法
傳
受
之
作
法
﹂
切
紙
の
紹
介

飯

塚

大

展

は

じ

め

に

長
年
寺
︵
群
馬
県
高
崎
市
下
室
田
町
︶
に
は
、
多
く
の
禅
籍
抄
物
、
特
に
一
州
派
の
本
参
史
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
同
寺
二

世
天
岫
方
育
︵
寶
光
智
證
禅
師
、
永
正
十
六
年
︿
一
五
一
九
﹀
二
月
二
十
五
日
示
寂
︶
書
写
﹁
戒
法
傳
受
之
作
法
﹂
切
紙
を
紹
介
し
た
い
と
思

う
。
併
せ
て
、
長
年
寺
に
お
け
る
伝
法
関
係
資
料
の
特
色
と
そ
の
教
学
的
背
景
に
つ
い
て
言
及
し
た
い
と
思
う
。

無
極
派
︵
無
極
慧
徹
派
下
︶・
一
州
派
︵
一
州
正
伊
派
下
︶
の
切
紙
の
目
録
は
、
長
年
寺
所
蔵
﹃
無
極
一
派
嗣
書
仁
添
目
録
次
第
等
﹄︵
仮
題
︶

に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
目
録
に
よ
れ
ば
、
無
極
派
相
伝
の
切
紙
は
、
五
十
一
通
で
あ
る
。

無
極
一
派
徒
嗣
書
仁
添
目
録
次
第

一
、
達
磨
一
心
戒
作
法
、
二
、
空
塵
書
︿
二
段
書
之
。
長
故
ニ

﹀、﹂
三
、
自
家
訓
訣
、
四
、
龍
天
勘
破
話
、
五
、
大
儀
機
、
六
、
小
儀
機
、
﹂

七
、
梅
花
巻
、
八
、
十
八
般
妙
語
、
九
、
栄
西
記
文
録
、﹂
十
、
卵
形
図
、
十
一
、
国
王
授
戒
作
法
、
十
二
、
国
王
授
形
圖
、﹂
十
三
、
龍

天
授
形
作
法
、
十
四
、
龍
天
授
形
圖
、
十
五
、
吾
位
圖
、﹂
十
六
、
君
公
書
、
十
七
、
達
磨
傳
法
偈
、
十
八
、
七
佛
傳
法
儀
機
、﹂
十
九
、

同
傳
法
授
戒
機
、
二
十
、
勃
陀
勃
地
梵
語
、
廿
一
、
普
門
品
相
承
︿
次
第
﹀、﹂
廿
二
、
拈
花
微
笑
ー
ー
則
、
廿
三
、
永
平
開
山
密
語
、
廿

四
、
血
脉
包

︿
次
第
﹀、
廿
五
、
道
塲
荘
厳
次
第
、
廿
六
、
卍
字
嗣
書
上
法
、
廿
七
、
三
明
星

、﹂
廿
八
、
天
童
十
三
則
、
廿
九
、
了
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畢
判
形
圖
、
三
十
、
達
磨
知
死
︿
期
法
﹀、
丗
一
、
六
祖
半
紙
大

、
丗
二
、
倶
胝
一
指
本
則
、
丗
三
、
月
兩
箇
、
丗
四
、
外
道
問
佛
金
鎖

圖
、
丗
五
、
宝
鏡
三
昧
圖
、
丗
六
、
順
堂
燒
香
︿
儀
式
﹀、﹂
丗
七
、
亦
道
塲
荘
厳
�
、
丗
八
、
太
白
峰
記
︿
嗣
法
合
血
﹀
圖
、
丗
九
、
太

白
峰
記
︿
心
王
主
之
﹀
三
昧
、﹂
四
十
、
大
白
峰
記
隱
身
三
昧
、
四
十
一
、
同
小
儀
機
、
四
十
二
、
同
道
塲
儀
式
、﹂
四
十
三
、
沒
後
作
僧

儀
式
、
四
十
四
、
嗣
書
添
物
諸
録
、
四
五
、
嗣
法
論
、﹂
四
十
六
、
達
磨
歌
、
四
十
七
、
佛
知
死
期
法
、
四
十
八
、
生
死

大
、﹂
四
十
九
、

三
門
切
紙
、
五
十
、
八
句
夜
参
作
法
、
五
十
一
、
夜
参
行
作
法
、﹂

無
極
一
派
切
紙
之
目
録
可
秘
々
々
。﹂

こ
の
目
録
と
同
種
の
も
の
が
、
雙
林
寺
に
も
相
伝
さ
れ
て
お
り
、
天
正
七
年
︵
一
五
七
九
︶
の
奥
書
を
有
す
る
。
更
に
一
州
派
の
本
参
史
料

で
あ
る
長
年
寺
所
蔵
﹃
門
戸
之
書
籍
﹄
に
は
、
切
紙
の
目
録
が
付
載
さ
れ
て
お
り
、
以
下
の
よ
う
に
見
え
る
。

○

切
紙

(

)
○
七
佛
傳
受
作
法
、
(

)
○
拈
花
本
則
、
(

)
○
夜
参
之
作
法
、
(

)
○
卍
字
之
圖
、
﹂
(

)
○
佛
祖
正
傳
鉄
漢
大
事
、

1

2

3

4

5

(

)三
滲
漏
大

、
(

)○
佛
正
傳
勃
陀
勃
地
、
(

)○
達
磨
知
死
期
、﹂
(

)○
佛
祖
正
傳
菩
薩
戒
之
血
脉
、
(

)○
傳
受
之
次
第
、
(

)

6

7

8

9

10

11

佛
々
祖
々
密
室
圖
、
(

)○
傳
鉢
義
軌
、﹂
(

)○
佛
祖
正
宗
空
塵
書
︿
下
段
﹀、
(

)○
上
来
之
切
紙
、
(

)○
三
宝
印
之
参
、
(

)○

12

13

14

15

16

合
血
之
作
法
、﹂
(

)○
師
命
受
持
椅
子
作
法
、
(

)○
卵
形
之
圖
、
(

)○
嗣
法
論
、
(

)○
御
大
事
参
、﹂
(

)
○
佛
祖
正
傳
曹
洞
宗

17

18

19

20

21

君
决
、
(

)○
龍
天
勘
破
話
︿
血
脉
﹀、
(

)○
山
居
圖
、
(

)○
同

(山
居
)

血
脉
、﹂
(

)○
宝
鏡
三
昧
之
圖
、
(

)○
勃
陀
勃
地
之
参
、
(

)

22

23

24

25

26

27

○
勃
陀
勃
地
梵
語
、
(

)○
上
來
之
切
紙
、﹂
(

)○
竜
天
勘
破
切
紙
、
(

)○
自
家
訓
訣
、
(

)○
二
句
之
偈
機
縁
、
(

)○
大
魔
境
、﹂

28

29

30

31

32

(

)○
栄
西
僧
正
記
文
、
(

)○
火
焔
裡
之
定
、
(

)○
道
元
和
尚
置
文
、
(

)○
八
句
夜
参
作
法
、﹂
(

)○
峩
山
不
識
上
法
語
、
(

)

33

34

35

36

37

38

○
月
之
兩
箇
、
(

)○
國
皇
授
戒
作
法
、
(

)○
宏
智
八
句
、﹂
(

)○
龍
天
授
戒
作
法
、
(

)○
下
炬
之
参
、
(

)○
最
極
無
上
圖
、
(

)

39

40

41

42

43

44

○
入
棺
之
切
紙
、﹂
(

)○
了
畢
判
形
之

、
(

)○
阿
字

ノ

大
事
、
(

)○
佛
祖
正
傳
戒
法
書
、
(

)○
傳
授
作
法
、
(

)○
沒
後
授
戒

45

46

47

48

49

作
法
、
(

)○
問
訊
之
圖
、
(

)○
戒
法
傳
授
作
法
、
(

)○
傳
授
之
参
、﹂
(
１

)(

)過
去
七
佛
之
血
脉
、
(

)○
同
傳
授
之
参
、
(

)

50

51

52

ｵ

53

54

55

○
居
士
之
作
法
、
(

)○
一
心
之
大
事
、﹂
(

)○
了
畢
切
紙
、
(

)○
傳
授
之
巻
、
(

)○
七
堂
之
切
紙
、
(

)○
嗣
書
焼
却
、
﹂
(

)

56

57

58

59

60

61
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○
沒
后
作
僧
義
記
、
(

)○
拈
花
之
参
、
(

)○
拄
杖
起
基
、
(

)○
道
場
作
法
、﹂
(

)○
篦
竹

︵
マ
マ
︶

之
義
記
、
(

)○
拂
子
之
義
記
、
(

)

62

63

64

65

66

67

○
守
護
儀
句
、
(

)
○
疂
字
竒
拜
︿
傳
授
也
﹀、﹂
(

)
○
三
世
諸
佛
向
火
焔
裡
大
法
輪
点
、
(

)
○
頂
相
儀
句
、
(

)
○
祝
聖
之
切
紙
、

68

69

70

71

(

)○
妙
之
字
、﹂
(

)○
順
堂
燒
香
之
儀
句
、
(

)○
生
死

大
、
(

)○
道
歌
、
(

)○
六
祖
半
紙
、﹂
(

)○
峩
山
和
尚
一
枚
法
語
、

72

73

74

75

76

77

(

)○
普
門
品
相
承
、
(

)○
妙
来
法
王
語
、
(

)○
應
量
器
、﹂
(

)○
曹
溪
傳
授
之
切
紙
、
(

)○
合
判
之
大
事
、
(

)○
樹
上
話
之

78

79

80

81

82

83

切
紙
、
(

)非
人
引
導
、﹂
(

)○
亀
背
宝
塔
密
紙
圖
、
(

)○
以
字
不
成
、
(

)○
大
白
峯
記
、
(

)○
三
明
星
、﹂
(

)○
三
説
大
死

84

85

86

87

88

89

底
本
則
、
(

)○
佛
祖
眼
目
大

、
(

)○
祝
聖
傳
授
、
(

)○
死
灰
之
切
紙
、﹂
(

)○
臨
済
家
一
枚
血
脉
、
(

)○
死
母
別
腹
、
(

)

90

91

92

93

94

95

○
續
松
之
切
紙
、
(

)○
同

(
續
松
)

参
禅
、﹂
(

)○
御
大
事
、
(

)○
諸
目
録
話
頭
目
録
、
(

)臨
終
問
答
切
紙
、
(

)塚
火
消
切
紙
、﹂
(

)

96

97

98

99

100

101

十
八
般
之
妙
語
、
(

)梅
花
之
巻
、
(

)大
儀
軌
、
(

)小
儀
規
、﹂
(

)

102

103

104

1
ｳ

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
江
戸
時
代
初
期
に
お
け
る
長
年
寺
相
伝
の
切
紙
は
百
四
通
で
あ
る
こ
と
が
解
る
。

や
は
り
、
一
州
派
の
寺
院
で
あ
る
雙
林
寺
に
は
双
林
寺
切
紙
0149﹁
総
而
四
十
三
之
切
紙
目
録
﹂︵
筆
者
に
よ
る
整
理
番
号
︶、
双
林
寺
切
紙

0131﹁
雙
林
寺
切
紙
・
本
参
目
録
﹂
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
初
頭
、
双
林
寺
室
中
に
お
い
て
相
伝
さ
れ
て
い
た
切
紙
の
体
系
を
知
る

こ
と
が
出
来
る
。
後
者
の
﹁
雙
林
寺
切
紙
之
次
第
﹂
部
分
を
以
下
に
紹
介
し
た
い
。

雙
林
寺
切
紙
之
次
第
﹂

(

)

一
、
永
平
道
元
和
尚
一
枚
密
語
、﹂
(

)

一
、
露
柱
之
切
紙
、﹂
(

)

一
、
栄
西
記
文
録
、﹂
(

)

一
、
應
量
器
之
圖
、
﹂
(

)

1

2

3

4

5

一
、
勃
陀
勃
地
之
切
紙
、﹂
(

)

一
、
一
州
以
来
巡
堂
燒
香
之
大
事
、﹂
(

)

一
、
六
祖
半
紙
切
紙
、﹂
(

)

一
、
大
陽
玄
浮
山
付

6

7

8

語
本
則
、﹂
(

)

一
、
續
松
之
切
紙
、﹂
(

)

一
、
伝
授
後
之
目
録
、﹂
(

)

一
、
嗣
書
血
脉
守
護
神
、﹂
(

)

一
、
拈
花
之
圖
、
﹂

9

10

11

12

(

)

一
、
七
堂
圖
形
、﹂
(

)

一
、
上
来
之
話
切
紙
、﹂
(

)

一
、
如
來
付
嘱
之
語
、﹂
(

)

一
、
血
脉
袋
子
狐
之
切
紙
、﹂
(

)

13

14

15

16

17

一
、
傳
授
秘
密
秘
書
秘
語
之
目
録
、﹂
(

)

一
、
佛
祖
正
法
眼
血
脉
、﹂
(

)

一
、
三
星
之
圖
、﹂
(

)

一
、
道
元
和
尚
住
吉
五
个

18

19

20

条
、﹂
(

)一
、
一
本
剱
切
紙
、﹂
(

)一
、
傳
授
之
参
、
同
傳
後
之
参
、﹂

21

22
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雙
林
寺
代
々
如
斯
。﹂

(

)

一
、
一
州
以
来
七
佛
儀
式
、
道
元
書
狀
、﹂
(

)

一
、
大
興
和
尚
合
判
・
偏
正
一
致
、﹂
(

)

一
、
二
句
偈
之
大
事
、
﹂
(

)

23

24

25

26

一
、
寶
鏡
三
昧
圖
、﹂
(

)

一
、
過
去
七
佛
傳
後
之
切
紙
、﹂
(

)

一
、
拂
子
切
紙
、﹂
(

)

一
、
寂
靈
擯
出
之
切
紙
、﹂
(

)

一
、

27

28

29

30

應
身
之
録
上
段
﹂
(

)

一
、
拄
杖
・
拂
子
・
竹
箆
之
大
事
、﹂
(

)

一
、
梅
花
嗣
書
切
紙
、﹂
(

)

一
、
曹
洞
山
居
判
形
切
紙
︿
當

31

32

33

寺
ノ
ガ
ニ
テ
ハ
ナ
シ
﹀、﹂
(

)

一
、
迦
文
勒
三
説
大
死
底
本
則
、﹂
(

)

一
、
佛
祖
正
傳
要
法
空
塵
書
中
段
、﹂
(

)

一
、
無
極
和

34

35

36

尚
カ
タ
假
字
目
録
御
自
筆
ノ
写
シ
。﹂

本
書
ハ
補
陀
寺
ニ
在
之
。﹂
(

)

1
ｳ

(

)

一
、
鐵
漢
大
事
之
切
紙
、﹂
(

)

一
、
戒
法
傳
授
之
作
法
、﹂
(

)

一
、
佛
具
三
種
之
切
紙
、﹂
(

)
一
、
頂
門
眼
之
切
紙
、
﹂

37

38

39

40

(

)

一
、
略
道
塲
之
儀
軌
、﹂
(

)

一
、
祝
聖
之
切
紙
、﹂
(

)

一
、
訓
訣
之
切
紙
、﹂
(

)

一
、
卍
之
切
紙
、﹂
(

)

一
、
法

41

42

43

44

45

嗣
付
与
帳
、﹂
(

)

一
、
嗣
書
袋
・
袈
裟
袋
之
圖
、﹂

46

(

)

一
、
堪
忍
之
切
紙
、﹂
(

)

一
、
道
塲
莊
嚴
之
切
紙
、﹂
(

)

一
、
太
白
峰
合
血
之
圖
、
﹂
(

)

一
、
傳
授
之
作
法
、
﹂
(

)

47

48

49

50

51

一
、
嗣
書
傳
授
之
作
法
、﹂
(

)

一
、
曹
洞
三
位
之
切
紙
、﹂
(

)

一
、
當
参
話
目
録
并
月
之
兩
个
﹂
(

)

一
、
菩
薩
戒
之
作
法

52

53

54

大
儀
規
、﹂

(

)

一
、
問
訊
之
大
事
、﹂
(

)

一
、
夜
半
傳
授
之
作
法
、﹂
(

)

一
、
天
童
如
浄
与
道
元
嗣
法
論
、﹂
(

)

一
、
門
徒
了
畢
之
判

55

56

57

58

形
出
ス
法
樣
、﹂

従
事
鶴
峰
和
尚
并
訣
山
和
尚
﹂
洪
州
受
取
、
大
通
和
尚
江
﹂
相
渡
切
紙
之
目
録
、
大
概
﹂
如
斯
。
以
来
代
々
如
此
相
調
、
小
師
仁
可

被
相
渡
者
也
。﹂

洪
州
察
叟
︵
花
押
︶

最
大
山
雙
林
寺
本
参
之
﹂
目
録
并
夜
参
之
秘
訣
、
同
﹂
秘
傳
之
書
相
渡
候
分
﹂
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︵
中
略
︶
寛
永
十
五
年
戊
寅
年
正
月
吉
辰
﹂

洪
州
察
老
衲
︵
花
押
︶

こ
の
切
紙
目
録
は
、
寛
永
十
五
年
︵
一
六
三
八
︶
正
月
に
、
雙
林
寺
十
三
世
鶴
峰
聚
孫
︵
寛
永
三
年
︿
一
六
二
六
﹀
十
二
月
十
六
日
寂
、
慶

長
元
年
︿
一
五
九
六
﹀
遠
州
圓
通
院
よ
り
晋
住
︶、
同
寺
十
四
世
訣
山
銀
鎖
︵
慶
長
十
四
年
︿
一
六
〇
九
﹀
五
月
二
十
九
日
寂
、
信
州
松
代
大
林

寺
よ
り
晋
住
︶
よ
り
洪
州

察
が
相
伝
し
、
同
寺
十
七
世
大
通
關
徹
︵
寛
永
九
年
︿
一
六
三
二
﹀
二
月
二
十
七
日
寂
、
上
総
天
安
寺
よ
り
晋
住
︶

へ
と
伝
授
し
た
資
料
︵
転
写
︶
で
あ
る
。
伝
法
儀
礼
関
係
切
紙
︵﹁
嗣
書
傳
授
之
作
法
﹂、﹁
戒
法
傳
授
之
作
法
﹂、﹁
菩
薩
戒
之
作
法
大
儀
規
﹂
等
︶

が
全
体
に
占
め
る
割
合
が
極
め
て
高
い
こ
と
に
注
目
す
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。

曇
英
慧
應
の
﹁
遺
書
﹂
に
つ
い
て

﹁
慧
應
定
ル二

法
嗣
ヲ一

遺
書

ノ

文
﹂︵
長
年
寺
所
蔵
﹃
三
師
傳
功
録
﹄︿
二
部
あ
る
内
の
一
本
﹀︶
に
以
下
の
よ
う
に
見
え
る
。

慧
應
定
ル二

法
嗣
ヲ一

遺
書

ノ

文

第
一
ニ

定
ル
コ
ト

二

法
孫
ヲ一

、
前
當
住
能
〳
〵

々
和
談

シ
テ

不
レ

可
レ

依
ル二

年
齢
老
少
ニ一

、
撰
ン
テ

二

﹂
如
法
心
妙

ノ

仁
ヲ一

、
在

テ二

侍
眞
寮
ニ一

、
晝
夜
奉
二

事
シ

先
師
ニ一

、
積

ミ二

功
作
ヲ一

、
志

シ

順
﹂
熟

ノ

之
上
、
聊

カ

令
メ
ヨ

二

免
許
一

。
隨
二

逐
ノ

膝
下
ニ一

之
間
、
宗
旨
建
立

ノ

之
儀
、
﹂
專
ラ

家
ノ

之
建
立
、
身
上

ノ

之
建
立
、
叮
嚀
ニ

指

南
シ

、
有
バ二

可
キレ

然
ル

者
ノ一

、
不
﹂
レ

可
ラレ

過
二

二
三
弟
ニ一

。
勿
論
檀
縁
俗
緣
好
緣
語

ノ

者
ノ

、
堅
ク

傳
ル
コ
ト

二

子
孫
ニ一

﹂
無
益

ナ
リ

也
。
至

テレ

時
ニ

與
二

達
セ
ハ

家

ヲ一

、
指

シ二

副ソ

ヘ

此
ノ

龍
瑞
記
一
巻
ヲ一

、
可

シ二

相
渡

ス一

。﹂
若

シ

又
私

ノ

之
侭
ニ

有
バ二

子
弟
契
約

ノ

定
儀
一

、
急
度
從
二

本
山
一

可
シ二

追
﹂
放

ス一

。
必
寺
家
破
滅

ノ

之

基
ナ
リ

也
。
如
クレ

評
ノ

守
テ二

自
家
ヲ一

、
於

ハレ

無
キ
ニ

二

師
子
心
踈
一

、﹂
住
持
三
四
ケ

年
モ

過
テ

、
以

テ二

鳳
瑞
記
ヲ一

可
キ二

付
與
一

也
。
第
一

ノ

之
顕

ス二

﹂
龍
瑞

紀
(記
カ
)ニ一

處
ノ

本
参
最
初
筋
目
、
嫡
弟
許

ス二

﹂
一
人
ニ一

。
自ソ

ノ

餘
ハ

皆
ナ

可
﹂
レ

用
フ二

本
來

ノ

面
目
ヲ一

。
微
細

ノ

義
ハ

、
透
参

ノ

仁
可
ルレ

依
ル二

根
機
ニ一

。
將

タ

亦
節
々
﹂
法
幢

無
用

ナ
リ

也
。
好
語
不
レ

可
二

説
キ

尽
ス一

。
説
キ

尽
ス

則
ン
バ

、
人
必

易
ア
ナ
ド
ルレ

之
。
規
矩
﹂
行
ヒ

尽
バ

人
必
繁

シ
ト
ス

レ

之
ヲ

。
福
若
尽
ル

則
ン
バ

縁
必
孤

ナ
リ

也
。
勢
ヒ
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若
シ

使
メ
ハ

レ

尽
サ

﹂
禍
ヒ

必
至
ル

。
五
祖

ノ

演
和
尚

ノ

下
語
、
眞
ニ

末
世

ノ

龜
鑑

ナ
リ

也
。
久
ク

在
住

ノ

﹂
之
人
モ

、
法
幢
不
レ

可
レ

過
二

五
六
度
ニ一

、
此

ノ

内
夜

参
三
度
程

カ

歟
。
傳
授
﹂
以
後
之
参
話
三
則

病
中

ノ

古
則
七
則
、
上
下
巻
ニ

不
レ

記
二

﹂
取
之
ヲ一

。
本
目
録

ノ

之
内
ニ

連
綿

ス

、
古
則
百
七
十
則
、

同
宗
門
中

ノ

﹂
話
頭
三
百
五
十
則
、
以
上
合

シ
テ

五
百
三
十
則
。
自ソ

ノ

餘
ハ

者
、
皆

ナ

他
家
﹂
馬
祖
・
臨
濟
下

ノ

話
頭

ナ
リ

也
。
當
門
徒

ノ

之
夜
参
七
透
リ

、

向
後
若

シ

出
テ二

﹂
枝
葉
ヲ一

有
バ二

末
山
建
立

ノ

人
一

、
夜
参
三
透
リ

分
テ

可
シ二

充ア
テ

行
ハ
シ
ム

一

。
宏
智
﹂
自
賛

ノ

之
透
リ

、
鏡

ノ

之
透
リ

、
秘
二

在
ス

當
寺
ニ一

、
不
レ

可
レ

出
二

門
外
ニ一

、
於

テ三

爲
ル二

﹂
児
孫
一

者
ノ
ニ

、
背

カ
ハ

二

此
ノ

旨
ニ一

者
、
忽
チ

自
二

大
圓
鏡
中
一

放
テ二

大
光
焰
ヲ一

、
你
等
﹂
内
證
立
處
燒
却
セ
ン

看
ヨ

矣
。
﹂

長
年
開
山
勅
賜
寳
光
智
證
禅
師
曇
英
應
叟
、﹂
二
世
天
岫
方
育
首
座
ニ

示
スレ

之
ヲ

。
方
育
百
拜

シ
テ

書
レ

之
。﹂

文
龜
貳
壬
戌
季
八
月
十
二
日

慧
應
在
判
。﹂

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
法
孫
の
確
定
に
つ
い
て
は
、
如
法
︵
修
行
綿
密
︶
に
し
て
心
妙
︵
篤
い
求
道
心
)の
人
物
を
選
び
、
侍
真
寮
に
て
先
師
へ
の

報
恩
行
に
励
み
、
修
行
の
功
を
積
ん
だ
後
に
、
法
孫
の
資
格
あ
り
と
す
る
。
次
に
住
持
が
直
接
に
指
導
す
る
の
は
、
宗
旨
、
家
、
身
上
の
三
つ

の
建
立
で
あ
り
、
丁
寧
に
指
導
し
、︵
器
量
選
ん
で
︶
二
三
人
ば
か
り
を
法
弟
と
す
る
。
自
家
と
し
て
独
立
す
る
際
に
は
、﹃
龍
瑞
記
﹄
一
巻
を
、

更
に
住
持
職
を
三
四
年
務
め
た
後
に
﹃
鳳
瑞
記
﹄
を
授
け
る
。
法
幢
を
五
六
回
立
て
る
間
に
、﹁
夜
参
﹂︵
三
位
透
︶
を
三
度
ほ
ど
請
益
勘
弁
を

行
な
う
。﹁
伝
授
後
之
参
話
三
則
﹂
并
び
に
﹁
病
中
七
則
﹂、
本
目
録
︵﹁
一
州
派
参
話
目
録
﹂︶
内
の
一
連
の
古
則
百
七
十
則
、
同
じ
く
本
目
録

に
あ
る
﹁
宗
門
中
之
古
則
﹂
三
百
五
十
則
、
以
上
五
百
三
十
則
が
長
年
寺
に
お
け
る
主
な
公
案
体
系
で
あ
る
。
そ
の
外
は
、
他
家
︵
馬
祖
・
臨

済
下
︶
の
話
頭
で
あ
る
。
長
年
寺
門
徒
の
﹁
夜
参
﹂
は
七
透
で
あ
り
、
末
寺
住
持
の
場
合
は
三
透
で
あ
る
。﹁
宏
智
自
賛
之
透
﹂、﹁
鏡
之
透
﹂
は

長
年
寺
の
み
に
行
う
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
因
み
に
、
こ
の
曇
英
﹁
遺
書
﹂
は
、
そ
の
原
本
は
失
わ
れ
て
お
り
、
長
年
寺
に
お
け
る
最
も
古
い

テ
キ
ス
ト
は
後
述
の
受
連
書
写
﹃
鳳
瑞
記
﹄
に
引
用
さ
れ
て
い
る
一
文
が
該
当
す
る
。

﹃
龍
瑞
記
﹄
に
つ
い
て
は
、
天
産
受
連
の
書
写
本
が
長
年
寺
に
現
存
す
る
。

右
此
書

︵
三
寶
印
︶

ヲ
龍
瑞
氣
ト
名
付
ル
因
縁
者
、
上
州
室
田
山
長
年
禅
舎
有

テ二

室
ノ

間
ニ一

、
此
／
上
下
巻
ヲ

作
ス
ル
ニ
、
一
尺
五
寸
斗
之

赤
シ
ヤ
ク

班ハ
ン

蛇ジ
ヤ

、
左
之

袖
ノ
上
ニ

登
テ

蟠
ル

。
作
ル二

此
書
一

。
／
僧
見
二

付
是
ヲ一

、
以

テ二

定
木
ヲ一

欲
レ

撃
レ

之
。
山
僧
叱

シ
テ

二

此
僧
一

云
、
為
コ
ト
ハ

二

此
冊
子
ヲ一

、
末
代
子
孫
ヲ

／
為

ナ
リ

二

哀
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民(
愍
)セ
ン

一

。
護
法
龍
天
感
應
処
、
一

ノ

氣
瑞
現
形

ス

。
門
風
永
扇
、
至
祝
至
／
禱
々
々
。
今
一
巻
ヲ
鳳
瑞
氣
ト
作

ス

者
、
同
日
也
。
鳳
室
之
忌
日
、

有
テ二

室
ノ

間
ニ一

／
依

テ二

之
作

ス
ル
ニ

一

、
因

テ

名
ク二

鳳
瑞
氣
ト一

者
也
。
／

于
時
元
亀
四
年
︿
癸
酉
﹀
九
月
廿
四
日
、
長
年
寺
七
代
天
産
受
連
叟
之
書

テ

、
以
長
年
／
丈
室
中
鎖
子
箱
中
ニ

置
也
。

天
産
受
連

□

壷
印
﹁
天
産
﹂

□

丸
印
朱
印
白
文
﹁
受
連
﹂

(花
押
)／

こ
の
一
文
は
、﹃
龍
瑞
記
﹄
の
序
文
に
該
当
し
、﹃
鳳
瑞
記
﹄
の
由
来
に
も
言
及
す
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
、
元
亀
四
年
︵
天
正
元
年

︿
一
五
七
三
﹀︶
九
月
二
十
四
日
に
、
長
年
寺
七
世
天
産
受
連
︵
天
正
十
年
︿
一
五
八
二
﹀
六
月
五
日
示
寂
︶
が
書
写
し
て
、
同
寺
室
中
の
鎖
子

箱
に
収
め
た
と
す
る
。

ま
た
、
そ
の
奥
書
に
は
、

天
産
受
連

□

壷
印
﹁
天
産
﹂

□

丸
印
朱
印
白
文
﹁
受
連
﹂

(花
押
)／

○
存
慧

府
(
付
カ
)

与
之
。
／

長
年
八
世
日
庭
惠
和
尚
附
与
是
藝
。
／

于
今
長
應
尊
老
慥
奉
送
与
之
者
也
。
／

于
時
天
正
廿
二
春
十
四
日
／

前
惣
持
長
年
八
世
日
庭
(花
押
)／

是
藝

□

壷
印
﹁
学
州
﹂

□

丸
印
朱
印
白
文
﹁
是
藝
﹂

(花
押
︶
／

附
与
存
禎
尊
老
／

長
應
(花
押
)／

從
長
應
盛
林
更
取
之
。
／

少
山
盛
林
(花
押
)／
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于

時
慶

︵
三
寶
印
︶

長
拾
二
︿
丙
午
﹀
正
月
吉
日
／

附
与

長
瑞
尊
老
／

存
察

□

壷
印
﹁
圓
室
﹂

□

丸
印
朱
印
白
文
﹁
存
察
﹂

(花
押
)

と
あ
り
、
そ
の
相
伝
の
次
第
が
分
か
る
。
受
連
は
、
同
寺
八
世
日
庭
存
慧
︵
慶
長
八
年
︿
一
六
〇
三
﹀
二
月
五
日
示
寂
)に
付
与
し
、
天
正
二
十

年
(一
五
九
二
)存
慧
は
学
州
是
藝
︵
慶
長
十
四
年
︿
一
六
〇
九
﹀
八
月
二
十
六
日
示
寂
︶
に
、
亦
そ
れ
以
前
に
喚
英
長
應
︵
慶
長
五
年
︿
一
六

〇
〇
﹀
九
月
二
十
八
日
示
寂
︶
に
相
伝
し
て
い
る
。
長
應
は
同
寺
十
一
世
祥
山
存
貞
に
付
与
し
、
第
十
二
世
少
山
盛
林
も
長
應
よ
り
相
伝
し
て

い
る
。
相
伝
の
記
載
は
無
い
が
、
第
十
三
世
圓
室
存
察
︵
正
保
二
年
︿
一
六
四
五
﹀
十
二
月
二
十
日
示
寂
︶
は
少
山
よ
り
相
伝
し
た
と
思
わ
れ
、

圓
室
は
、
慶
長
十
二
年
︿
一
六
〇
七
﹀
正
月
吉
日
に
第
十
四
世
色
翁
長
瑞
︵
寛
永
十
一
年
︿
一
六
三
四
﹀
十
月
四
日
示
寂
︶
付
与
し
て
い
る
。

ま
た
、﹃
鳳
瑞
記
﹄
の
奥
書
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
見
え
、﹃
龍
瑞
記
﹄
の
記
述
と
ほ
ぼ
相
応
す
る
。

○
此
兩
冊
子
ニ

同
シ
話
頭
ヲ
三
樣
五
樣
ニ
挙
唱
相
変
ル
事

ハ

、
以
上
五
人
ノ
／
任

テ二

機
當
ニ一

免
許
有
ル
ノ

道
利

カ

。
此
目

ノ

方
ノ

唱
ヲ
尋
ル
ニ
、
心
ロ

同
意
ニ
シ
テ

／
面
向

ヲ
モ
ム
キ

別
々
也
。

此
兩
冊
子
ノ
内
ニ

、
朱

ノ

丸
ル
点
三
点
ア
ル
ハ
、
門
徒
之
秘
参
也
。
三
則
之
／
古
則
レ

不ス

載
レ

之
。
三
年
后
ノ
参
、
病
中
ノ
参
也
。
是
モ

前
々
ニ

参
得
内
ニ

／
有
リレ

之
。
末
后
ニ

一
言

ノ

以
二

巴
鼻
一

可
シレ

有
ル二

合
点
一

也
。

天
産
受
連

□

壷
印
﹁
天
産
﹂

□

丸
印
朱
印
白
文
﹁
受
連
﹂

(花
押
)／

存
惠
和
尚

府
(
付
カ
)

与
之
。

是
藝

□

壷
印
﹁
学
州
﹂

□

丸
印
朱
印
白
文
﹁
是
藝
﹂

(花
押
︶
／

從
長
應
盛
林
更
取
之
。
／

長
年
十

︵
三
寶
印
︶

二
世
少
山
盛
林
(花
押
)／

更
取
年
号
慶
長
拾
二
正
月
吉
／
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于
時
天
正

存
察
(花
押
)

長
瑞
(花
押
)／

曇
英
会
下
の
公
案
体
系
に
関
し
て
は
、
長
年
寺
に
は
﹁
本
参
目
録
﹂
が
二
種
現
存
す
る
。
同
寺
第
十
二
世
少
山
盛
林
︵
～
慶
長
十
八
年
︿
一

六
一
八
﹀
三
月
廿
日
示
寂
︶
自
筆
の
参
話
目
録
が
あ
り
、
文
中
に
﹁
毘
盧
山
龍
穏
寺
開
山
無
極
和
尚
、
月
江
文
和
尚
、
泰
叟
和
尚
ヨ
リ
傳
語
本

参
、
室
中
不
出
直
傳
也
﹂
と
み
え
る
。
ま
た
、
別
に
﹁
七
代
御
辛
労
之
目
録
之
写
也
﹂
と
冒
頭
に
記
さ
れ
る
参
話
目
録
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
原
本
は
長
年
寺
第
七
世
天
産
受
連
︵
天
正
十
年
︿
一
五
八
二
﹀
六
月
五
日
示
寂
︶
が
相
伝
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
因
み
に
受
連
が
相
伝

伝
授
し
た
本
参
史
料
が
長
年
寺
に
は
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
前
者
の
史
料
を
紹
介
し
た
い
と
思
う
。

始(

)德
山
入
門
棒
、
(

)德
山
垂
衆
云
、
我
祖
ー
ー
自
救
不
了
、﹂
(

)德在
り

山
・
臨
済
・
百
丈
皈
方
丈
、
(

)雲
門
平
地
上
死
人
、﹂
(

)

1

2

3

4

5

趙
州
三
佛
、
(

)雲
門
一
代
時
教
、﹂
(

)万
法
皈
一
、
(

)楞
嚴
經
云
、
若
能
ー
ー
来
、﹂
(

)雲
門
倒
一
説
、
(

)夾
山
境
、﹂
(

)
一

6

7

8

9

10

11

夜
落
花
、
(

)南
泉
物
外
道
、
(

)西
天
大
耳
三
蔵
ー
ー
不
見
、
(

)○
南
泉
智
有
底
人
、﹂
(

)馬
祖
胡
乱
、
(

)三
玄
、﹂
(

)啐

啄

12

13

14

15

16

17

同
時
眼
、
(

)四
料
揀
、﹂
(

)四
喝
、
(

)向
上
一

窮
(竅
カ
)

、﹂
(

)居
山
好
、
(

)普
化
鐸
、﹂
(

)陸
公

(亘
カ
)

大
夫
時
人
一
株
︿
撃
竹
悟
道
、

18

19

20

21

22

23

身
心
脱
落
、
主
人
公
﹀、
(

)佛
杖
林
山
下
ー
ー
、﹂
(

)
粉

(汾
カ
)

陽
三
句
、
(

)上
至
須
弥
ー
ー
天
、
(

)深
入
禅
定
、
(

)照
尽
体
ー
ー
道
、

24

25

26

27

28

(

)兩
箇
泥
牛
闘
入
海
ー
ー
、
(

)深
処
棒
、
(

)三
聖
出
不
出
、
(

)四
句
百
非
、
(

)作
客
黄
金
尽
ー
ー
彰
、
(

)六
根
不
具
七
識

29

30

31

32

33

34

不
全
、
(

)南
泉
十
八
上
、
(

)雪
覆
芦
花
ー
ー
染
、
(

)到
得
皈
来
ー
ー
、
(

)聖
人
無
己
ー
ー
、
(

)如
烏
如
鶻
如
虎
缺
、
(

)
雲

35

36

37

38

39

40

門
遊
山
翫
水
、
(

)洞
山
麻
三
斤
、
(

)潙

山
浄
瓶
躍
倒
、
(

)婆
子
燒
菴
、
(

)十
身
調
御
、
(

)投
子
大
死
底
、
(

)宏
智
上
堂
曾

41

42

43

44

45

46

到
ー
ー
、
(

)一
字
不
説
、
(

)洞
山
喫
菓
子
、
(

)○
三
日
書
、
(

)先
師
黙
処
、
(

)欲
知
誕
生
王
子
ー
ー
篭
、
(

)向
上
愁
、
(

)

47

48

49

50

51

52

53

○
鼈
鼻
蛇
、
(

)二
庵
主
勘
破
、
(

)雲
門
云
、
挙
不
顧
ー
ー
悟
、
(

)雲
門
鐘
声
ー
ー
、
(

)万
法
皈
一
、
(

)南
泉
陸
亘
大
夫
何
姓
ソ

、

54

55

56

57

58

(

)
驢

(
廬
カ
)

陵
米
、
(

)二
僧
巻
簾
、
(

)巴
陵
明
眼
人
落
井
、
(

)烏
旧
棒
、
(

)三
界
無
法
、
(

)若
為
人
輕
賤
ー
ー
、
(

)
角
鉄
觜
問

59

60

61

62

63

64

65

答
、
(

)乾
峰
挙
一
、
(

)金
牛
飯
桶
、
(

)楊
岐
栗
棘
蓬
、
(

)臨
済
一
喝
賓
主
、
(

)徳
山
黄
帝
横
走
、︵
１
オ
︶
(

)雪
峰
鼇
山
成

66

67

68

69

70

71
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道
、
(

)丹
霞
木
佛
、﹂
(

)雲
門
非
思
量
、
(

)世
尊
拈
花
、﹂
(

)世
尊
陞
座
、
(

)香
嚴
樹
上
、﹂
(

)馬
祖
陞
堂
、
(

)
風
穴
通
不

72

73

74

75

76

77

78

犯
、
(

︶
瑞
岩
主
人
公
、
(

)雲
居
孤
峯
独
宿
、﹂
(

)別
山
相
見
、
(

)雲
門
話
堕
、﹂
(

)雲
門
透
法
身
、
(

)禾
山
解
打
皷
、﹂
(

)

79

80

81

82

83

84

85

牛
窓
櫺
、
(

)舩
子
夾
山
、﹂
(

)古
德
大
修
行
底
人
、
(

)曹
源
一
滴
水
、﹂
(

)慈
明
一
盆
水
、
(

)天
下
人
舌
頭
ー
ー
解
言
、
﹂
(

)

86

87

88

89

90

91

鳥
窠
布
毛
、
(

)瞎
驢
滅
却
、﹂
(

)透
網
金
鱗
、
(

)智
門
蓮
華
、﹂
(

)岩
頭
古
帆
、
(

)三
明
星
、﹂
(

)潙

山
安
有
ー
ー
樹
、
(

)

92

93

94

95

96

97

98

雪
峯
粟
米
粒
、﹂
(

)三
滲
漏
、
(

)身
心
脱
落
︿
三
悟
道
、
引
牡
丹
花
、
愁
夢
月
ー
ー
﹀
、﹂
(

)長
慶
遊
山
、
(

)
十
六
開
士
、
(

)
托

99

100

101

102

103

鉢
下
堂
、
(

)紫
胡
狗
、﹂
(

)道
悟
極
則
︿
撥
草
ー
ー
見
性
﹀、
(

)乾
峰
三
種
病
人
、﹂
(

)毘
盧
師
法
王
主
、﹂
(

)幻
人
、
(

)断

104

105

106

107

108

109

臂
安
身
、﹂
(

)趙
州
云
、
未
透
此
関
ー
ー
初
、
(

)黄
檗
示
衆
ー
ー
抛
輪
、﹂
(

)洞
山
無
情
説
法
、
(

)巴
陵
清
浄
法
身
、﹂
(

)
道
大

110

111

112

113

114

陽
隘
目
、
(

)多
福
一
叢
竹
、﹂
(

)谷
山
遠
祖
師
西
來
意
、
(

)雪
峯
輕
打

我
(皷
カ
)

、
(

)慈
明
釣
絲
水
、
(

)雲
門
十
五
日
已
前
、
﹂
(

)

115

116

117

118

119

120

一
邊
消
災
咒
、
(

)三
聖
臭
肉
蠅
、﹂
(

)紹
山
是
非
不
到
、
(

)十
二
時
法
尓
禅
、
迷
逢
達
磨
、﹂
(

)塩
官
処
色
空
偈
、
(

)興
化
多

121

122

123

124

125

子
塔
前
、﹂
(

)三
喫
茶
、
(

)乾
峰
一
路
、﹂
(

)趙
州
空
中
指
一
片
雲
、
(

)芦
牙
穿
膝
、﹂
(

)六
祖
傳
衣
、
(

)龐
婆
入
鹿
門
寺
設

126

127

128

129

130

131

斉
、﹂
(

)
保
壽
本
来
面
目
、
(

)
独
木
橋
、﹂
(

)
以
大
圓
覺
ー
ー
藍
、
(

)
六
賊
主
人
公
、﹂
(

)
夾
山
會
処
不
會
処
、
(

)
三
路
、
﹂

132

133

134

135

136

137

(

)
壽
年
、
(

)
威
音
前
一
箭
、﹂
(

)
風
邊
秀
海
雲
高
、
(

)
如
何
是
曹
洞
宗
︿
鶴
宿
枯
枝
﹀、
(

)
(

)
曹
洞
宗
云
、
黒
狗
ー
ー
、

138

139

140

141

1
ｳ

142

(

)世
間
空
、﹂
(

)傳
授
了
�
、
(

)傳
授
坐
敷
、﹂
(

)竹
箆
背
觸
、
(

)心
个
沒
溺
、﹂
(

)本
源
自
性
天
真
仏
、
(

)水
潦
大
悟
、﹂

143

144

145

146

147

148

149

(

)達
磨
四
哲
、
三
、
(

)賓
中
主
︿
三
﹀、
(

)大
圓
鏡
智
、
(

)宗
門
四
智
、﹂
(

)三
拄
杖
、
(

)四
祖
一
隻
虎
、﹂
(

)五
祖
一
株

150

151

152

153

154

155

156

松
、
(

)栽
松
道
者
、﹂
(

)六
祖
傳
衣
、
(

)韶
國
師
宗
風
、﹂
(

)汾
陽
五
門
、
(

)一
毫
呑
巨
海
、﹂
(

)到
大
休
ー
ー
一
句
子
、
(

)

157

158

159

160

161

162

163

驀
直
ー
ー
田
地
、﹂
(

)曽
不
堕
ー
ー

、
(

)物
表
ー
ー
親
、
(

)□
□
々
ー
ー
、
(

)自
己
ー
ー
不
到
処
、﹂
(

)
自
己
ー
ー
地
、
(

)

164

165

166

167

168

169

夫
欲
得
无
上
ー
ー
許
、﹂
(

)委
悉
参
ー
ー
看
、
(

)玄
処
有
路
、﹂
(

)是
ー
ー
同
、
(

)鷺
児
ー
ー
他
、﹂
(

)了
々
ー
ー
真
、
(

)
三

170

171

172

173

174

175

朝
王
子
、﹂
(

)大
陽
玄
、
林
才
再
参
黄
檗
、
(

)古
德
殺
人
放
火
、﹂
(

)趙
州
勘
破
、
(

)若
不
眠
同
床
ー
ー
、﹂
(

)至
道
無
難
、
(

)

176

177

178

179

180

181

香
嚴
樹
上
︿
三
位
也
﹀、﹂
(

)妄
智
寂
、
(

)青
原
這
个
、﹂
(

)六
祖
不
汚
染
、
(

)廓
侍
者
問
答
、﹂
(

)一
物
不
將
来
、
(

)月
兩

182

183

184

185

186

187
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个
、
(

)維
摩
入
不
二
、
(

)三
脚
驢
児
、﹂
(

)黄
檗
南
泉
機
縁
、
(

)衲
衣
下
事
、﹂
(

)西
院
問
答
、
(

)法
眼

角
(覚
カ
)

鉄
觜
、
﹂
(

)

188

189

190

191

192

193

194

擬
々
不
顧
礼
拜
、
(

)親
処
棒
、﹂
(

)野
狐
、
(

)保
壽
開
堂
、﹂
(

)開
田
大
善
、
(

)屠
肉
大
悟
、﹂
(

)端
居
大
宝
、
(

)樹
上
、
﹂

195

196

197

198

199

200

201

(

)黄
竜
念
讃
、
(

)三
処
相
見
、﹂
(

)透
網
底
、
(

)長
沙
本
来
人
、﹂

202

203

204

205

此
兩
冊
子
ニ
、
同
話
頭
ヲ
三
樣
五
樣
ニ
挙
唱
相
変
ル
コ
ト
ハ
、﹂
以
上
五
人
ノ
機
當
ニ
任
テ
、
免
許
有
ル
ノ
道
利
カ
、
此
唱
ヲ
﹂
尋
ル
ニ
、

心
ロ
同
意
ニ
シ
テ
、
面
向
別
々
也
。
此
兩
冊
子
ノ
内
ニ
、﹂
朱
ノ
丸
点
三
点
在
ル
ハ
、
門
徒
ノ
秘
参
也
。﹂
(

)三
則
之
古
則
不
載
之
。

2
ｵ

三
年
後
之
参
、
病
中

ノ

参
也
。﹂
是
レ
モ
前
々
参
得
ノ
内
ニ
在
之
。
末
后
ニ
一
言
ノ
以
巴
鼻
﹂
可
レ

有
二

合
点
一

也
。﹂

自
リ二

英
和
尚
一

代
々
傳
授
了
而
傳
ル
物
本
室
中
ヲ
不
出
者
也
。﹂
蔵
身
処
没
蹤
跡
ヲ
、
趙
州
雪
庭
臥
、
相
救
々
々
。﹂

毘
盧
山
龍
穩
寺
開
山
無
極
徹
和
尚
、
月
江
文
和
尚
、﹂
泰
叟
和
尚
ヨ
リ
傳
語
本
参
、
室
中
不
出
直
傳
也
。﹂

(

)死
活
當
頭
一
句
子
、
(

)轉
凡
入
聖
ノ
自
己
、﹂
(

)自
己
不
轉
、
(

)自
己
轉
処
、﹂
(

)自
己
醒
処
、
(

)
自
己
目
前
兩
墀

ノ

隔
、

1

2

3

4

5

6

(

)自
己
目
前
一
致
、
(

)自
己
真
照
渕
源
、﹂
(

)毫
釐
功
迷
、
(

)智
不
到
一
句
子
、﹂
(

)智
不
到
功
位
迷
、
(

)清
白
圓
明
智
不

7

8

9

10

11

12

到
、﹂
(

)智
不
到
轉
處
、
(

)智
不
到
不
轉
、﹂
(

)智
不
到
不
点
々
処
、
(

)智
不
到
異
弁
眼
、﹂
(

)功
位
路
玄
通
処
、
(

)那
邊
承

13

14

15

16

17

18

當
、﹂
(

)那
邊
透
過
、
(

)那
辺
躰
得
這
裡
行
履
、﹂
(

)阿
誰
之
勘
弁
、
(

)那
時
三
主
ノ
勘
弁
、﹂
(

)那
時
窮
極
、
(

)位
裡
点
側
、
﹂

19

20

21

22

23

24

(

)裡
頭
却
来
、
(

)偏
正
一
致
、﹂
(

)目
前
点
側
、
(

)外
頭
却
来
、﹂
(

)那
�
退
得
這
裡
行
李
、
(

)衲
僧
本
分
行
履
、﹂
(

)
衲

25

26

27

28

29

30

31

僧
要
活
、
(

)衲
僧
活
要
、﹂
(

)宏
智
后
八
句
、﹂

32

33

目
録
﹂

少
山
和
尚
御
自
筆
之
通
リ
也
。
(花
押
)﹂

傍
線
部
は
、﹃
鳳
瑞
記
﹄
奥
書
の
内
容
に
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
﹁
目
録
﹂
が
、
曇
英
以
来
、
長
年
寺
室
中
の
み
に
て
相
伝
さ
れ
て
き
た
も
の

で
あ
り
、
無
極
慧
徹
、
月
江
正
文
、
泰
叟
妙
康
と
次
第
す
る
伝
語
の
本
参
で
あ
る
こ
と
を
言
う
。
更
に
﹁
三
位
透
之
参
﹂
が
付
載
さ
れ
て
い
る
。

曹
洞
宗
に
お
け
る
﹁
三
位
透
之
参
﹂
は
主
要
な
公
案
参
得
の
階
梯
で
あ
り
、
通
常
は
三
段
階
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
名
称
は
、
た
と
え
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ば
、﹁
自
己
﹂﹁
智
不
到
﹂﹁
那
辺
︵
那
時
︶﹂、
あ
る
い
は
﹁
鉄
﹂﹁
銀
﹂﹁
金
﹂、
あ
る
い
は
﹁
最
初
﹂﹁
中
当
﹂﹁
向
上
﹂、
さ
ら
に
は
﹁
一
透
﹂﹁
二

透
﹂﹁
三
透
﹂、﹁
初
﹂﹁
中
﹂﹁
後
﹂
と
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
三
段
階
の
構
成
は
ほ
ぼ
各
派
共
通
と
言
え
る
。
こ
れ
を
広
義
に
は
﹁
三
位
﹂
と
い

う
が
、
狭
義
に
は
﹁
自
己
﹂﹁
智
不
到
﹂﹁
那
辺
︵
那
時
︶﹂
の
三
位
に
よ
る
、
祖
師
の
語
句
や
機
縁
を
体
系
化
し
た
物
を
﹁
三
位
之
透
︵
さ
ん
い

の
と
お
り
︶﹂
と
言
う
。
無
極
・
一
州
派
に
お
い
て
﹁
三
位
﹂
の
本
参
・
夜
参
は
、
多
様
な
展
開
を
し
て
お
り
、
門
派
内
に
そ
れ
ぞ
れ
独
自
な
体

系
を
構
成
し
て
い
っ
た
。

﹁
無
極
授
月
江
記
文
︵
置
文
︶﹂
切
紙
は
、
了
庵
慧
明
派
下
に
共
通
し
て
相
伝
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
美
濃
補
陀
寺
の
無
極
慧
徹
の
会
下

に
あ
っ
た
月
江
正
文
が
関
東
に
赴
く
に
際
し
て
、
師
の
無
極
か
ら
示
さ
れ
た
旨
訣
と
さ
れ
る
も
の
で
、
こ
の
中
で
﹁
三
位
之
透
﹂
の
項
目
及
び

由
来
が
説
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
拠
れ
ば
、
無
極
派
の
派
下
の
本
参
の
体
系
は
、
(

)死
活
当
頭
一
句
子
、
(

)転
凡
入
聖
自
己
、
(

)々

々

︵
自
己
︶

転
処
、
(

)
自
己
不
転
、

1

2

3

4

(

)自
己
醒
処
、
(

)自
己
目
前
両
墀
之
隔
、
(

)自
己
目
前
一
致
、
(

)自
己
真
照
淵
源
、
(

)毫
釐
之
功
迷
、
(

)智
不
到
一
句
子
、
(

)

5

6

7

8

9

10

11

智
不
到
之
功
位
迷
、
(

)清
白
円
明
智
不
到
、
(

)智
不
到
転
処
、
(

)智
不
到
不
転
、
(

)智
不
到
不
転
々
、
(

)智
不
到
異
弁
異
眼
功
位
、

12

13

14

15

16

(

)玄
路
通
処
、
(

)那
辺
承
当
、
(

)那
辺
透
過
、
(

)那
辺
体
得
這
裡
行
履
、
(

)阿
誰
勘
弁
、
(

)那
時
三
玄
勘
弁
、
(

)
那
時
窮
極
、

17

18

19

20

21

22

23

(

)位
裡
転
側
、
(

)裡
頭
却
参
、
(

)偏
正
一
致
、
(

)目
前
転
側
、
(

)外
頭
却
来
、
(

)那
辺
退
得
這
裡
行
李
、
(

)衲
僧
本
分
之
行

24

25

26

27

28

29

30

履
、
(

)衲
僧
要
活
、
(

)衲
僧
活
要
と
な
る
。
長
年
寺
に
お
い
て
も
、﹁
三
位
之
透
参
﹂
は
、
上
掲
の
少
山
盛
林
書
写
﹁
参
話
目
録
﹂
に
継
承

31

32

さ
れ
て
お
り
、
天
産
受
連
以
降
の
本
参
史
料
に
お
い
て
、
そ
の
具
体
的
な
様
態
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
長
年
寺
に
は
、
二
種
類
の
﹁
月
江
和

尚
置
文
﹂
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
一
つ
の
奥
書
に
﹁
慶
長
十
四
己
酉
仲
春
十
四
日
／
前
永
平
長
年
十
三
代
圓
室
察
書
之
。
(
花
押
)﹂
と

見
え
る
。
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伝
法
儀
礼
関
係
切
紙
に
つ
い
て

嗣
法
に
関
す
る
切
紙
は
多
様
で
有
り
、
切
紙
全
体
に
占
め
る
割
合
も
高
い
と
言
え
る
。
例
え
ば
、﹁
小
儀
規
﹂︵﹁
小
儀
式
﹂︶
は
嗣
書
の
伝
授

を
中
心
と
す
る
儀
礼
を
記
し
、﹁
大
儀
規
﹂︵﹁
大
儀
軌
﹂︶
は
﹃
菩
薩
戒
﹄
の
伝
授
の
儀
礼
を
中
心
と
す
る
内
容
で
あ
る
。
後
者
の
伝
戒
に
関
す

る
切
紙
は
、
嗣
法
の
前
提
と
し
て
の
意
味
を
有
す
る
が
、﹁
菩
薩
戒
作
法
﹂
そ
の
も
の
が
、
実
は
﹁
戒
品
﹂
と
し
て
重
要
な
意
義
が
付
せ
ら
れ
て

い
た
。
種
々
の
授
戒
儀
礼
に
関
す
る
切
紙
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
譲
る
が
、
例
え
ば
、
神
人
化
度
に
関
わ
る
﹁
龍
天
授
戒
血
脉
并
道
場
儀
規
﹂

︵
長
年
寺
所
蔵
﹃
門
戸
之
書
籍
﹄
所
収
︶
な
ど
が
存
す
る
。
中
世
に
お
け
る
戒
律
復
興
、
特
に
授
戒
の
多
様
な
展
開
は
、
林
下
曹
洞
宗
に
お
い
て

も
顕
著
な
特
徴
と
言
え
る
。﹁
国
王
授
戒
作
法
﹂﹁
龍
天
授
戒
作
法
﹂﹁
水
神
授
戒
之
切
紙
﹂﹁
山
神
授
戒
之
切
紙
﹂﹁
畜
生
授
戒
﹂﹁
亡
霊
授
戒
﹂

﹁
居
士
授
戒
作
法
﹂
等
の
授
戒
関
係
切
紙
は
、
各
派
の
﹁
切
紙
目
録
﹂
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

伝
法
儀
礼
関
係
切
紙
の
中
で
も
、
古
い
史
料
の
一
つ
に
応
永
二
十
四
年
︵
一
四
一
七
︶
九
月
二
九
日
、
挑
明
庵
に
お
い
て
宝
慶
寺
八
世
喜
舜

か
ら
永
久
蔵
主
へ
伝
授
さ
れ
た
、
永
平
寺
所
蔵
﹁
建
仁
栄
西
千
光
禅
師
伝
法
儀
軌
﹂︵﹃
永
平
寺
史
料
全
書
﹄
文
書
編
第
一
巻
№

︶
が
あ
る
。

54

建
仁
榮
西
千
光
禅
師
傳
法
儀
軌

受
經
作
法
、
先
ツ

道
塲
荘
厳
、
須シ
クレ

構
カ
マ
ヘ

二

閑
ニ

静
所
ヲ一

、
受
者
沐
浴
浄
潔

シ

、
著ツ

ケ二

新
ア
タ
ラ
シ
キ

浄
衣
ヲ一

、
或

ハ

﹂
舊
衣
浣
洗

シ

、
受
者
具

シ
テ

二

威
儀
ヲ一

、
燒
香

礼
三
拜

シ

于
大
殿
等
諸
堂
、
却
来

シ

師
所
、
師

ハ

座
スレ

﹂
面
レ

南
。
受
者
北
面
、
燒
香
礼
九
拜

ス

、
々
後
踞
跪

コ

キ

シ
テ

合
掌

シ
テ

、
且
待
ツ二

作
法
ヲ一

。﹂
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東

灯

燭

灑
水
器

灑
水
如
常

經
巻

弟

北

師
座

香
炉

拝
席

子

南

花

座

灯

燭

花
用
時
花

西

受
戒
之
時
、
可
誦
、
我
今
盧
遮
那
、
方
坐
蓮
華
臺
之
偈
、

師
合
掌
云
、
普
賢

十
願

、
禮
敬
諸
佛
、
稱
讃
如
来
、
廣
修
供
養
、
懺
除
業
障
。﹂
随
喜
功
徳
、
請
轉
法
輪
、
請
佛
住
世
、
常
随
佛
學
、
恒
願
衆
生
、

普
皆
廻
向
、
受
者

倶
誦

。

次
三
歸
、
南
無
帰
依
佛
、
南
無
歸
依
法
、
南
無
歸
依
僧
、
歸
依
佛
兩
足
尊
、
歸
依
法
離
塵
尊
、
﹂
歸
依
僧
衆
中
尊
、
歸
依
佛
竟
、
歸
依
法
竟
、

歸
依
僧
竟
。﹂

次
四
弘
願
、
衆
生
無
�
誓
願
度
、
煩
惱
無
�
誓
願
断
、
法
門
無
盡
誓
願
智
、
無
上
菩
提
誓
願
證
。﹂

次
南
無
釋
迦
牟
尼
佛
十
聲

、
次
開
經
偈

、
無
上
甚
深
微
妙
法
、
百
千
萬
億
劫
難
値
、﹂
我
今
見
聞
得
受
持
、
願
解
如
来
第
一
義
。﹂

次
掲
經
題
三
反
、
次
師
合
掌
取
經
薫
香
、
而
度
与
受
者
、
々
々
合
掌
展
兩
手
受
之
、﹂
師
自
經
始
讀
之
。
文
句
須
分
明
。
受
者
深
信
而
受
讀

之
。
但
法
花
經
至
于
退
坐
一
面
而
止
也
。
或
及
経
終
也
。
受
者
不
離
坐
具
而
立
。
北
面
三
拜
了
。
餘
受
經
皆
準
此
法
受
矣
。﹂
或
受
著
座
、
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在
坐
具
而
坐
、
捧
巻
受
之
也
。

日
本
元
德
元
年
八
月
一
日
、
在
吉
祥
山
永
平
寺
堂
奥
受
之
。

中
興
老
師
面
南
、
曇
希
北
面
礼
拜
、
依
此
儀
軌
矣
。

本
云
、
文
暦
二
年
乙
未
八
月
一
日
、
依
此
儀
軌
。

弘
安
戊
寅
十
月
一
日
、
依
此
儀
軌
。

︵
奥
裏
書
︶

佛
祖
傳
法
儀
軌

於
挑
明
庵

授
永
久
蔵
主
畢
。

応
永
廿
四
年
九
月
廿
九
日

喜
舜
︵
花
押
︶

︵
端
裏
う
わ
書
︶

千
光
禅
師
之
分

傳
法
儀
軌

秀
私
之
。

上
掲
の
資
料
の
特
徴
は
、
第
一
に
建
仁
寺
開
山
栄
西
︵
千
光
禅
師
︶
の
伝
法
儀
軌
で
あ
る
こ
と
、
第
二
に
そ
の
内
容
が
授
戒
儀
礼
を
伴
う
法

華
経
授
経
を
中
心
と
す
る
儀
式
で
あ
る
こ
と
、
第
三
に
そ
の
相
伝
の
系
譜
に
つ
い
て
、
宝
慶
寺
八
世
喜
舜
か
ら
後
の
同
寺
九
世
と
な
る
永
久
蔵

主
へ
と
伝
授
さ
れ
た
切
紙
で
あ
り
、
寂
円
派
相
伝
の
切
紙
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
点
に
あ
る
。
元
徳
元
年
︵
一
三
二
九
︶
八
月
一
日
に
、
中
興
老

師
す
な
わ
ち
永
平
寺
五
世
義
雲
︵
一
二
五
三
～
一
三
三
三
︶
か
ら
、
同
寺
六
世
・
宝
慶
寺
三
世
曇
希
︵
一
二
九
七
～
一
三
五
〇
頃
︶
に
伝
え
ら

れ
、
か
つ
実
際
に
行
わ
れ
た
儀
礼
で
あ
る
と
す
る
。
さ
ら
に
そ
の
元
奥
書
に
依
れ
ば
、﹁
文
暦
二
年
︵
一
二
三
五
︶
八
月
一
日
﹂
及
び
﹁
弘
安
戊
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寅
︵
元
年
、
一
二
七
八
︶
十
月
一
日
﹂
に
も
そ
の
授
受
及
び
儀
礼
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
点
も
重
要
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、

石
川
力
山
氏
は
、﹁
文
暦
二
年
八
月
一
日
・
弘
安
元
年
十
月
一
日
の
伝
授
が
い
か
な
る
事
実
を
示
し
て
い
る
か
不
明
で
あ
る
が
、
文
暦
二
年
八
月

十
五
日
に
は
、
道
元
よ
り
理
観
に
対
し
て
、
栄
西
相
承
明
全
所
伝
の
戒
脈
が
授
け
ら
れ
、
ま
た
﹃
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作
法
﹄
が
道
元
よ
り
懐
奘

に
伝
授
さ
れ
た
事
実
が
あ
り
、
こ
れ
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
儀
礼
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
、﹁
授
理
観
戒
脈
﹂
の
奥
書
に
、﹁
道
元
授
理
観

畢
。
若
非
梵
行
人
帯
衣
鉢
者
、
莫
授
与
矣
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
八
月
一
日
に
行
わ
れ
た
儀
礼
は
伝
法
附
法
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き

る
﹂
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、﹃
峨
山
派
室
中
切
紙
﹄
所
収
﹁
伝
法
付
衣
一
校
儀
軌
﹂﹁
授
紙
伝
記
﹂、
こ
の
二
通
の
切
紙
の
相
伝
の
系
譜
に
拠
れ
ば
、
石
屋
派
の
祖
で

あ
る
石
屋
真
梁
以
降
、
文
亀
二
年
︵
一
五
〇
二
︶
宗
睿
か
ら
宗
本
へ
と
相
伝
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。﹁
授
紙
伝
記
﹂
切
紙
に
よ
れ
ば
、
こ

の
伝
法
作
法
は
﹁
栄
西
僧
正
伝
法
作
法
﹂
で
あ
り
、
そ
の
内
容
が
﹁
普
賢
十
願
﹂﹁
三
帰
戒
﹂﹁
四
弘
請
願
﹂﹁
宝
号
︵
南
無
釋
迦
牟
尼
仏
︶
﹂﹁
開

経
偈
﹂﹁
挙
経
・
読
誦
﹂
で
あ
る
点
で
共
通
す
る
。﹁
栄
西
伝
法
儀
軌
﹂
切
紙
で
は
、﹃
法
華
経
﹄
以
外
の
経
典
授
与
に
つ
い
て
は
明
示
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
が
、
石
屋
派
所
伝
の
﹁
授
紙
伝
記
﹂
に
お
い
て
は
、
先
ず
法
華
経
を
受
け
、
次
い
で
梵
網
経
を
受
け
る
と
し
て
お
り
、
師
資
に
よ
る

﹃
法
華
経
﹄
寿
量
品
の
読
誦
が
附
加
さ
れ
て
い
る
点
が
異
な
る
。﹃
法
華
経
﹄﹃
梵
網
経
﹄
授
与
儀
礼
は
、
永
光
寺
所
蔵
﹁
焼
香
礼
拝
并
三
帰
依
、

普
賢
十
願
并
開
経
偈
﹂
切
紙
︵
明
庵
東
察
所
伝
︶
に
お
い
て
も
、
同
様
の
記
載
が
見
え
る

中
世
後
期
に
お
け
る
永
平
寺
室
中
の
伝
法
関
係
史
料
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。

︵

︶
以
貫
付
法
状

1
於
吉
祥
山
永
平
禅
寺
丈
室
而
、﹂
宗
門
之
法
則
・
法
器
等
、
不
殘
﹂
一
物
、
于
新
祖
棟
嗣
資
之
也
。﹂
聊
不
渡
麁
案
秘
訣
矣
。﹂
如
件
、﹂

心
心
圓
一
、﹂
一
在
無
功
、﹂

君
臣
合
道
、﹂
柳
緑
花
紅
。﹂

旹

大
永
第
七
丁
亥
年
仲
春
三
日
﹂
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現
住
祥
山
永
平
以
貫

(
朱
印
文
﹁
以
貫
﹂
)

(花
押
)﹂

(

)祚
棟
付
法
状

2

於
吉
祥
山
永
平
禅
寺
丈
室
、﹂
宗
門
之
一
大
事
因
縁
、
儀
軌
・
﹂
戒
品
、
法
器
・
杖
・
払
、
不
遺
一
物
、﹂
祚
玖
首

︵
三
寶
印
︶

座
傳
附
畢
。

根
基
﹂
牢
實
、
血
脉
貫
通
、
金
鎖
連
﹂
環
、
相
續
不
断
、

至
祝
至
祷
。﹂

旹

永
禄
三
︿
庚
申
﹀
七
月
廿
八
日

現
住
永
平
十
七
世
沙
門
祚

棟

(
朱
印
文
｢
祚
棟
｣)

(花
押
)

(

)祚
棟
伝
法
偈

3

傳
法
之
偈
云
、﹂
法
法
圓
融
、﹂
無
始
無
終
、﹂
異
苗
繁
茂
、﹂
心
地崆

峒
。﹂

旹

永
禄
三
︿
庚
申
﹀
七
月
廿
八
日

吉
祥
山
永
平
禅
寺
十
七
世
沙
門
祚

棟

(
朱
印
白
文
｢
祚
棟
｣)

(

)傳
法
之
儀
軌
︵
駒
澤
大
学
図
書
館
所
蔵
﹃
室
中
切
紙
謄
写
﹄︶

4

敷
座
具
、
書
嗣
疏
了
、
連
了
、
其
下
ニ

師
傳
授
之
偈
ヲ

、
師
之
自
筆
ニ

テ
書
ス
。
年
号
日
付
判
シ
了
テ
、
嗣
疏
ヲ
疂
セ
、
次
儀
軌
・
戒
本
ヲ
傳

授
シ
了
テ
、
儀
軌
・
戒
本
ノ
奥
ニ
、
年
号
・
日
付
・
師
号
・
在
判
也
。

(

)﹃
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作
法
﹄
奥
書

5

右
大
宋
寳
慶
元
年
九
月
十
八
日
、﹂
前
住
天
童
景
徳
堂
頭
和
尚
、
授
道
元
戒式

如
是
、
祖
日
︿
于
時
燒
香
侍
者
﹀﹂・
宗
端
知
客
・
広
平
侍
者
等
、

周
旋
﹂
行
此
戒
儀
、﹂
大
宋
寳
慶
中
傳
之
也
。﹂

(中
略
)

従
此
年
八
月
大
永
元
年
也
。
日
本
永
正
十
八
年
辛
巳
六
月
廿
八
日
、﹂
在
丈
室
、
以
﹂
先
師
縁
和
尚
聴
許
書
冩
之
。﹂

伝
法
十
六
世
五
十
一
歳

比
丘
以
貫
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日
本
天
文
九
年
辛
丑
三
月
廿
八
日
、﹂
在
丈
室
、
以
﹂
先
師
貫
和
尚
聴
許
書
冩
之
。
傳
法
十
七
世

比
丘
祚
棟
。

旹

天
文
九
年
︿
庚
子
﹀
季
春
廿
八
日
、

以

貫

(
朱
印
白
文
﹁
以
貫
﹂
)

(花
押
)﹂

日
本
永
禄
三
年
︿
庚
申
﹀
七
月
廿
八
日
、﹂
申
在
丈
室
、
以
﹂
先
師
棟
和
尚
聴
許
書
冩
之
、
傳
法
十
八
世

比
丘
祚
玖

三
十
歳
。

旹

永
禄
三
年
︿
庚
申
﹀
年
七
月
廿
八
日
、

祚

棟

(
朱
印
白
文
﹁
祚
棟
﹂
)

(花
押
)﹂

(

)﹁
以
貫
附
法
状
﹂︵﹃
永
平
寺
史
料
全
書
﹄
文
書
篇

第
一
巻

№

︶
に
よ
れ
ば
、
大
永
七
年
(一
五
二
七
)、
永
平
寺
室
中
に
お
い

1

74

て
、
永
平
寺
十
七
世
以
貫
︵
現
世
代
︶
か
ら
祖
棟
︵
祚
棟
︶
へ
と
﹁
宗
門
之
法
則
﹂
と
﹁
法
器
﹂
等
の
秘
訣
が
伝
授
さ
れ
る
と
共
に
、
証
明
の

偈
頌
が
附
与
さ
れ
る
。
証
明
の
偈
頌
に
つ
い
て
は
、︵

︶﹁
祚
棟
伝
法
偈
﹂︵
同
上

文
書
篇

第
一
巻

№

︶
が
﹁
附
法
状
﹂
と
と
も
に
伝

3

82

授
さ
れ
て
お
り
、
一
連
の
伝
法
資
料
で
あ
る
こ
と
が
解
る
。﹁
宗
門
之
法
則
﹂
と
は
、
宗
門
︵
林
下
曹
洞
宗
︶
に
お
け
る
相
伝
史
料
︵
切
紙
・
本

参
を
始
め
と
し
て
伝
戒
史
料
を
含
む
︶
に
該
当
し
、﹁
法
器
﹂
は
嗣
法
の
証
と
さ
れ
る
法
具
︵
袈
裟
・
鉢
盂
︿
応
量
器
﹀・
拄
杖
・
払
子
︶
を
指

す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
(

)﹁﹁
祚
棟
附
法
状
﹂︵
同
上

文
書
篇

第
一
巻

№

︶
に
は
、﹁
於
吉
祥
山
永
平
禅
寺
丈
室
、
宗
門
之
一
大
事
因

2

83

縁
、
儀
軌
・
戒
品
、
法
器
・
杖
払
、
不
遺
一
物
、
祚
玖
首
座
伝
附
畢
﹂
と
見
え
る
。
伝
法
は
、
嗣
法
証
明
︵
三
物
伝
授
︶
を
中
心
と
す
る
が
、

こ
の
外
に
参
禅
了
畢
の
証
明
、﹃
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
﹄︵
以
下
﹃
菩
薩
戒
﹄︶
の
伝
授
の
証
明
、
伝
衣
の
附
授
証
明
と
い
う
形
式
に
よ
っ
て
も
な
さ

れ
る
。
(

)﹁
傳
法
之
儀
軌
﹂
に
見
え
る
よ
う
に
、﹃
菩
薩
戒
作
法
﹄
の
伝
授
と
﹁
傳
法
偈
﹂
書
写
に
つ
い
て
は
、
室
内
の
儀
礼
と
し
て
定
め
ら

4

れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
祚
棟
の
﹁
付
法
状
﹂
に
見
え
る
﹁
戒
品
﹂
は
、﹃
菩
薩
戒
︵
作
法
︶﹄
の
伝
授
が
作
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
祚
棟

書
写
の
(

)﹃
菩
薩
戒
作
法
﹄
が
永
平
寺
に
現
存
す
る
。
永
禄
三
年
︵
一
五
六
〇
︶
七
月
二
十
八
日
に
、
祚
玖
は
師
で
あ
る
祚
棟
の
﹃
菩
薩
戒

5

作
法
﹄
書
写
の
許
可
を
得
て
書
写
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
同
日
に
先
の
付
法
状
及
び
伝
法
偈
も
与
え
ら
れ
て
い
る
。

﹁
宗
門
之
一
大
事
因
縁
﹂
と
は
、
切
紙
や
本
参
と
い
っ
た
相
伝
史
料
を
概
括
す
る
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
、﹁
儀
軌
﹂
は
伝
法
に
関
わ
る
儀
式

の
軌
則
で
あ
り
、﹁
戒
品
﹂
は
﹃
佛
祖
正
傳
菩
薩
戒
作
法
﹄
や
﹃
出
家
略
作
法
﹄
と
い
っ
た
伝
戒
史
料
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
長

野
県
塩
尻
市
西
福
寺
に
は
、
開
山
圭
嶽
珠
白
自
筆
の
﹃
佛
祖
正
傳
菩
薩
戒
教
授
戒
文
﹄﹃
出
家
略
作
法
﹄︵
二
世
長
國
宗
永
奥
書
︶
が
所
蔵
さ
れ
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て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
奥
書
に
は
、﹁
圭
嶽
(花
押
)／
于
時
慶
長
十
四
暦
︿
己
酉
﹀
林
鐘
念
七
蓂
／
西
福
開
山
圭
嶽
白
大
和
尚
自
筆
。
／
常
源
山

西
福
室
中
置
之
。
／
他
不
出

永
長
國
叟
書
之
。
／
(花
押
)﹂
と
あ
る
。
室
町
時
代
後
期
以
降
、
江
戸
時
代
初
頭
の
戒
品
伝
授
の
一
例
と
言
え

る
。元

和
七
年
︵
一
六
二
一
︶
久
外輭

︵
呑
︶
良
所
伝
の
﹁
[通
幻
]十
哲

江

附
属
之
次
第
﹂︵
永
光
寺
所
蔵
︶
に
依
れ
ば
、

︵
端
裏
︶
[通
幻
]十
哲

江

附
属
之
次
第

末
山
用

通
幻
寂
霊
大
和
尚
十
哲

江

附
属
之
次
第

教
授
戒
文

大
儀
軌

小
儀
軌

血
脈

嗣
書
巻

畳
変

自
佗
両
家
訓
訣

梅
華
巻

遠
思
集

曹
山
録

十
哲
ト
モ
ニ
度
ル
分
也
。

了
菴
[恵
命
]和
尚

江

夜
参

石
屋
[真
梁
]和
尚

江

看
後
不
見

一
渓
和
尚

江

[根
脚
七
道
]

普
済
[善
救
]和
尚

江

[五
葉
集
秘
注
]

不
見
和
尚

江

[六
句
秘
注
関
図
]

天
徳
和
尚

江

雪
辛
吟

量
外
和
尚

江

不
到
秘
訣

芳
菴
和
尚

江

山
雲
海
月

家
々
之
重
代
也
。
純
可
用
之
。

元
和
七
年
八
月
吉
日

宗
江
比
丘
東
察
明
︵
花
押
︶

附
与輭

良
畢

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
通
幻
派
下
十
哲
が
各
自
共
通
に
相
伝
し
た
典
籍
と
し
て
、﹁
教
授
戒
文
﹂﹁
大
儀
軌
﹂﹁
小
儀
軌
﹂﹁
血
脈
﹂﹁
嗣
書
巻
﹂﹁
重

離
畳
変
訣
﹂﹁
自
家
訓
訣
﹂﹁
佗
家
訓
訣
﹂﹁
梅
華
巻
﹂﹁
遠
思
集
﹂﹁
曹
山
録
﹂
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
因
み
に
、
こ
の
切
紙
の
典
拠
は
、
明
徳
二

年
︵
一
三
九
一
︶
の
年
記
を
有
す
る
通
幻
寂
靈
の
﹁
葬
記
﹂︵﹃
續
曹
洞
全
書
﹄
註
解
三
︶
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
史
料
に
お
い
て
も
、﹁
教
授
戒
作
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法
﹂﹁
菩
薩
戒
作
法
﹂
伝
授
︵﹁
大
儀
軌
﹂︶﹁
血
脉
﹂
が
、
嗣
書
と
共
に
重
要
な
位
置
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
出
来
る
。

長
年
寺
所
蔵
﹁
戒
法
傳
受
之
作
法
﹂
切
紙
に
つ
い
て

史
料
名
は
、
端
裏
書
き
に
よ
っ
て
﹁
戒
法
傳
受
之
作
法
﹂
切
紙
と
呼
称
す
る
。
書
写
年
次
は
、
奥
書
に
拠
れ
ば
、
永
正
十
年
︵
一
五
一
三
︶

五
月
五
日
で
あ
り
、
書
写
者
は
、
長
年
寺
二
世
天
岫
方
育
︵
寶
光
智
證
禪
師
、
永
正
十
六
年
︿
一
五
一
九
﹀
二
月
二
十
五
日
示
寂
︶
で
あ
り
、

本
史
料
は
後
掲
の
署
名
自
筆
史
料
に
よ
っ
て
方
育
の
自
筆
と
比
定
す
る
。
方
育
に
関
し
て
、
長
年
寺
に
は
、
後
掲
の
﹁
天
岫
方
育
署
名
﹂
切
紙

や
﹁
天
岫
方
育
等
連
署
壁
書
﹂
が
現
存
す
る
。
本
文
﹁
如
来紹

舜

五六
十
九五
世
﹂
と
加
筆
し
て
い
る
の
は
、
全
透
院
︵
群
馬
県
高
崎
市
倉
渕
町
︶
開
山
、

長
年
寺
第
五
世
葉
室
紹
舜
︵
天
正
四
年
十
二
月
二
十
日
示
寂
︶
で
あ
る
。

以
下
に
本
文
を
翻
刻
す
る

︵
端
裏
書
︶
戒
法
傳
受
之
作
法

疂
安

椅
棹

六
三

南

九同

横
継
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先
六
膝
行
肩
掛
進
前
、

摩
頂
三
反
。

附
嘱
語
擎
云
、

如
来紹

舜

五六
十
九五
世
、

嫡
々
、

茲
来
、

今
授
某
甲

、
護
持
勿
断
佛
種
。

三
牙
三
受
、
開
見
燒
松
熟
視
、

疂
収
背
下
、
膝
行
退
後
三
拜
。
有
答
拜
。

戒
法
血
脉
度
時
、
師
云
、
我
今
授
你
、
盡
未
来
際
勿
断
絶
佛
種
、
大
慈
大
悲
哀
愍
許
々
々
々

。﹂
嗣
書
三
牙
三
受
時
、
師
云
、
我
今
得
你
、
如

釈
尊
迦
葉
、
嫡
々
相
承
而
到
五
十
九
世
、
吾
有
正
法
﹂
眼
蔵
、
不
殘
附
你
、
盡
未
来
際
、
勿
断
絶
佛
種
、
大
慈
大
悲
哀
愍
許
、
々
々
々
々

。﹂

戒
法
行
時
義
式
、
竪
継
而
向
椅
、
与
師
同
時
九
拜
、
収
坐
具
、
子
云
、
請
禾
上
座
。
師
坐
椅
。﹂
其
時
子
九
拜
而
立
、
曲
躬
叉
手
云
、
某
甲

生
死
事
大
、
無
常
迅
速
、
拜
請
佛
祖
命
脉
、﹂
欲
為
佛
祖
新
師
和
尚
、
慈
悲
哀
愍
聴
許
。
其
時
師
取
拂
子
、
三
依
三
受
十
重
禁
説
畢
。﹂
子

六
拜
而
取
坐
具
立
。
師
椅
ヨ
リ

下
テ

、
弟
子
共
ニ

三
拜
。
有
答
拜
。
師
血
脉
取

テ

云
、
我
今
授
﹂
你
、
盡
未
来
際
、
勿
令
断
絶
佛
種
。

嗣
法
行

時
義
式
、
向
椅
横
継
而
九
拜
。
後
師
椅
坐
。﹂
子
九
拜
而
膝
行
而
、
師
ニ

近
、﹂
拈
嗣
書
云
、
我
今
得
你
、
如
釈
尊
得
迦
葉
。
嫡
々
相
承
而
至

六
﹂
十
二
世
、
有
正
法
眼
蔵
、
不
殘
附
你
、
盡
未
来
際
、
勿
令
断
絶
佛
種
。
子
取
嗣
書
、
頂
戴
如
是
三
度
、
師
子
ノ
摩
頂
三
度
、
其
後
袈

裟
ヲ

偏
袒
肩
ニ

カ
ケ
、
袈
裟

ノ

ヲ
ノ
下
ニ

嗣
書
掛

テ

六
拜
。﹂
其
後
背
後
膝
行
而
取
坐
具
。
師
椅
ヨ
リ

下
、
答
拜
三
拜
。
其
後
、
師
松
ヲ

燒
シ
テ

、
嗣
書

開
テ

見
テ

﹂、
左

ノ

手
ニ

掛
時
、
師
云
、
授
你
、
盡
未
来
際
、
勿
断
絶
佛
種
。
其
後
師
向
椅
三
拜
。
其
後
子
向
椅
三
拜
。﹂
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日
本
永
正
年
癸酉

五
月
五
日

前
永
平
方
育
﹂

長
年
寺
所
蔵
﹁
愚
老
印
可
之
次
第
﹂
に
拠
れ
ば
、﹁
愚
老
印
可
之
次
第
／
元
光

裔
正

方
育

正
旭
／
圓
可

忠
哲

文
察

全
裏
／
孚
白

山
居
／
文
亀
貳
秊
壬
戌
八
月
十
二
日

慧
應
花
押
﹂
と
あ
り
、
文
亀
二
年
︵
一
五
〇
二
︶、
曇
英
慧
應
は
、
会
下
の
弟
子
の
順
次
序
列
を
記
し
て

い
る
。
上
掲
曇
英
﹁
遺
書
﹂
が
長
年
寺
二
世
で
あ
る
天
岫
方
育
に
示
さ
れ
て
お
り
、
更
に
﹁
戒
法
傳
受
之
作
法
﹂
切
紙
が
方
育
に
よ
っ
て
書
写

相
伝
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
意
義
は
極
め
て
大
き
い
と
思
わ
れ
る

龍
室
元
光
︵
永
正
八
年
︿
一
五
一
一
﹀
示
寂
︶
は
、
林
泉
寺
︵
新
潟
県
上
越
市
︶
中
興
、
楞
厳
寺
︵
新
潟
県
上
越
市
柿
崎
区
芋
島
︶
開
山
で

あ
り
、
直
翁
裔
正
︵﹃
最
大
山
雙
林
寺
歴
代
記
録
﹄
に
よ
れ
ば
、
永
正
六
年
︵
一
五
〇
九
︶
四
月
二
十
五
日
示
寂
︶
は
、
雙
林
寺
第
四
世
︵
明
応

六
年
︿
一
四
八
九
﹀
晋
住
、
永
正
五
年
︿
一
五
〇
八
﹀
退
院
︶、
仁
叟
寺
︵
吉
井
町
神
保
下
河
原
︶
開
山
で
あ
る
。
曇
英
の
﹁
定
﹂
に
拠
れ
ば
、

定
一
、
元
・
正
・
育
之
三
首
座
、
難
兄
難
弟
、
可
爲
鼎
三
足
、
餘
子
爲
琿
々
、

一
、
愚
老
派
下
、
北
國
者
林
泉
寺
、
関
八
州
者
長
年
寺
、
可
覃
其
理
事
、

一
、
玉
泉
寺
、
末
代
可
爲
山
居
、
但
可
爲
／
三
首
座
次
第
事
、
文
亀
貳
年
壬
戌
仲
秋
吉
晨

慧
應
︵
花
押
︶

と
あ
り
、
上
来
の
元
光
、
裔
正
、
方
育
の
三
首
座
は
、
曇
英
会
下
の
﹁
鼎
三
足
﹂
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

以
下
、
曇
英
会
下
、
印
可
の
弟
子
に
つ
い
て
略
述
す
る
。
日
頃(嶠

)

正
旭
は
、
普
門
院
第
四
世
で
あ
る
。
普
門
院
︵
大
成
山
と
号
す
。
現
埼
玉
県

大
宮
市
大
成
町
︶
は
、
応
永
三
三
年
︵
一
四
二
六
︶
に
月
江
正
文
を
開
山
と
し
て
建
立
と
さ
れ
、
二
世
一
州
正
伊
、
三
世
曇
英
慧
應
と
次
第
す

る
。
月
庭
圓
可
は
、
冷
松
寺
︵
鳳
凰
山
と
号
す
。
も
と
双
林
寺
末
。
宮
城
県
登
米
郡
東
和
町
米
谷
村
。
同
地
の
邑
主
高
泉
家
の
菩
提
寺
︶
二
世

と
さ
れ
る
。
冷
松
寺
は
龍
谷
院
︵
康
正
元
年
︿
一
四
五
五
﹀
建
立
︿
曹
洞
宗
に
改
宗
﹀。
大
崎
氏
の
菩
提
所
︶
に
淵
源
す
る
。
俊(舜

)

嶽
忠
哲(喆

)

は
要
津

院
︵
岩
手
県
一
関
市
赤
荻
村
。
文
亀
元
年
︿
一
五
〇
一
﹀
曹
洞
宗
に
改
宗
︶
二
世
で
あ
る
。
後
掲
の
長
年
寺
所
蔵
﹁
壁
書
﹂︵
永
正
一
四
年
︿
一

五
一
七
﹀
十
一
月
︶
に
拠
れ
ば
、
こ
の
時
点
で
普
光
寺
︵
新
潟
県
柏
崎
市
︶
の
住
持
で
あ
る
。
明
甫
文
察
は
、
松
月
院
︵
東
京
都
板
橋
区
赤
塚
︶
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第
二
世
で
あ
り
、
金
剛
院
︵
埼
玉
県
秩
父
市
文
亀
三
年
︿
一
五
〇
三
﹀
天
台
宗
よ
り
曹
洞
宗
へ
と
改
宗
︶
開
山
で
あ
る
。
後
掲
の
﹁
壁
書
﹂
を

勘
案
す
る
と
、
文
察
は
少
な
く
と
も
永
正
十
～
十
四
年
︵
一
五
一
三
～
一
七
︶
の
間
、
松
月
院
住
持
で
あ
る
。﹁
全
裏
﹂
に
つ
い
て
は
、
判
然
と

し
な
い
。﹃
曹
洞
宗
大
系
譜
﹄
に
は
、﹁
長
山
全
衷
﹂
の
名
が
見
え
る
。

﹁
天
岫
方
育
等
連
署
壁
書
﹂
に
拠
れ
ば
、﹁
壁
書
／
孚
舶
山
居
之
事
、

曇
英
和
尚
御
遺
／
戒
之
上
者
、
号
彼
児
孫
者
、
不
可
為
門
／
中
之
一

数
者
也
。
為
末
代
擯
出
之
状
／
如
件
／
永
正
龍
集
丁丑

中
冬

日
／
松
月
院

文
察
︵
花
押
︶
／
普
廣
寺

忠
哲
(花
押
)／
長
年
寺

方
育
︵
(花
押
)
／
雙
林
寺

禅

相
︵
花
押
︶
／
林
泉
寺

本
智
(花
押
)﹂
と
み
え
る
。
前
掲
の
﹁
愚
老
印
可
之
次
第
﹂
に
み
え
た
玉
泉
寺
三
世
大
潮
浮
舶
の
擯
斥
と
孚
舶
会
下
の
曇

英
派
下
か
ら
の
排
除
を
記
す
。
玉
泉
寺
︵
三
峰
山
、
旧
利
根
郡
月
夜
野
町
下
牧
字
東
山
、
現
群
馬
県
み
な
か
み
町
︶
は
双
林
寺
︵
旧
北
群
馬
郡

子
持
村
白
井
、
現
同
県
渋
川
市
︶
末
で
、
文
明
二
年
︵
一
四
七
〇
︶
沼
田
長
忠
が
双
林
寺
二
世
一
州
正
伊
を
開
山
に
招
請
し
て
創
建
し
た
と
伝

え
る
︵﹃
日
本
洞
上
聯
燈
録
﹄﹁
一
州
正
伊
﹂
条
等
︶。
ま
た
、
孚
舶
は
、
永
正
元
年
︵
一
五
〇
四
︶
に
永
谷
寺
︵
中
蒲
原
郡
︶
の
開
山
と
な
っ
て

い
る
。

天
岫
方
育
は
、
曇
英
会
下
に
あ
っ
て
、
後
に
長
年
寺
二
世
と
し
て
、
門
派
の
中
枢
に
あ
っ
た
。
そ
の
方
育
が
、﹁
戒
法
傳
受
之
作
法
﹂
切
紙
を

相
伝
書
写
し
た
背
景
に
は
、
儀
軌
・
戒
品
伝
授
、
血
脈
相
承
が
伝
法
の
要
諦
と
し
て
強
く
意
識
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
言
え
る
。

因
み
に
、
ほ
ぼ
同
内
容
の
切
紙
が
、
一
州
派
以
外
の
他
派
に
お
い
て
も
相
伝
さ
れ
て
い
る
。
神
奈
川
県
小
田
原
市
香
林
寺
所
蔵
﹁
伝
授
之
儀

式

大
樹
派
﹂
切
紙
︵
天
正
四
年
︿
一
五
七
六
﹀
同
寺
六
世
葉
山
秀
芳
︿
～
一
五
七
九
﹀
所
伝
、
同
寺
開
山
大
樹
乗
慶
︿
永
正
七
年
十
一
月
十

八
日
示
寂
﹀
以
降
相
伝
の
伝
承
を
有
す
る
︶、
正
龍
寺
所
蔵
﹁
嗣
書
相
承
之
時
礼
数
儀
式
﹂︵
文
禄
四
年
︿
一
五
九
五
︶
五
世
繁
室
良
栄
よ
り
泰

雄
上
座
に
傳
授
︶
等
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
史
料
は
、
各
門
派
に
と
っ
て
帰
属
意
識
を
醸
成
す
る
と
と
も
に
、
更
に
は
正
統
な
法
の
継
承
者
で
あ

る
こ
と
の
証
明
と
し
て
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
言
え
よ
う
。

︻
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